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人口の動き　�２月末現在（前月比）
総人口� 20,973人（－36）
世帯数� 7,959世帯
男性� 10,043人（－17）
女性� 10,930人（－19）
出生� 3人
死亡� 38人
転入� 27人
転出� 28人

２月の交通事故　（前年比）

事故� 46件（＋12）
死者� 0人（±0）
負傷者� 1人（－1）
※2月号の死者の人数に誤りがありました。
　お詫びして訂正いたします。正しくは0人（±0）です

３月の納税はありません

勝山市では、広報かつやまのほかに、ホームページやSNS
などで最新情報を発信しています。ぜひご活用ください。公式ＳＮＳなどで情報発信

勝山市のホーム
ページです

各種行事、行政
情報を発信

最新情報は
こちらで確認

友だち登録は
こちらから

市内のステキな
写真を紹介

10言語対応の
デジタル広報
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令和7年4月号から広報紙の開き方を「右開き」
から「左開き」に変更を予定しています。
皆さまのご意見をお待ちしています。

恐　竜

「恐竜」で子どもも大人も

みんな笑顔に元気にします！

恐　竜

「恐竜」で子どもも大人も

みんな笑顔に元気にします！

恐　竜

「恐竜」で子どもも大人も

みんな笑顔に元気にします！

かつやまディノパーク「恐竜が棲む森」は3月25日㈫再開予定（※雪の状況により遅れる可能性あり）
広報かつやま3月号 №844広報かつやま3月号 №844　　　　 2 2



      笑顔が春を呼ぶ 
勝山左義長まつり
特集

今
年
の
始
ま
り
は

上
郡
区
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3
0
0
年
以
上
続
く
伝
統
あ
る
勝

山
左
義
長
ま
つ
り
が
、
今
年
も
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

週
初
め
の
寒
波
に
よ
り
雪
が
降
り

積
も
る
厳
し
い
寒
さ
の
中
で
し
た
が
、

各
地
区
の
櫓
の
前
に
は
笑
顔
で
浮
き

太
鼓
を
見
学
す
る
観
光
客
の
姿
が
あ

り
ま
し
た
。

パプアニューギニアの皆さん

　

市
内
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、

市
外
や
海
外
の
方
も
魅
了
す

る
勝
山
左
義
長
ま
つ
り
。

　

今
年
の
左
義
長
ま
つ
り
に

は
、
2
日
間
で
延
べ
7
万
人

が
来
場
し
ま
し
た
。
櫓
の
見

物
、
浮
き
太
鼓
の
体
験
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
思
い
思

い
に
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

海
外
か
ら

子どもたちの浮き太鼓が印象的で、お気に入りになりました。

2
日
間
で
7
万
人
が

ま
つ
り
を
楽
し
む

地域の方々が親し

みやすく、とても

楽しかったです。

笑顔が春を呼ぶ

勝山左義長まつり
2月22日-23日 開催
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笑顔が春を呼ぶ

　

勝
山
左
義
長
ま
つ
り
の
開
始
を
知

ら
せ
る
一
番
太
鼓
。
今
年
は
上
郡
区

の
櫓
が
務
め
、
会
場
に
は
大
勢
の
見

物
客
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
一
番
太
鼓
を
担
っ
た
の
は
、

久
保
陽ひ
な
たさ
ん
と
晴は
れ
るさ
ん
姉
妹
と
一
番

太
鼓
の
曲
を
作
曲
し
た
上
坂
優ま
さ
るさ
ん

（
和
太
鼓
集
団
「
O
・
T
A
・
I
・

K
O
座
明
神
」座
長
）で
す
。

　

午
後
1
時
に
息
の
合
っ
た
一
番
太

鼓
の
音
が
街
中
に
響
き
渡
る
と
、
各

地
区
の
櫓
で
も
次
々
に
お
は
や
し
が

ス
タ
ー
ト
。
街
中
は
一
気
に
左
義
長

色
に
染
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
一
番
太
鼓
を
務
め
た
陽
さ
ん
は
「
貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
え
て
と
て

も
光
栄
で
し
た
」
と
話
し
、
妹
の
晴
さ

ん
は
「
大
勢
の
前
で
父
も
経
験
し
た
一

番
太
鼓
を
姉
と
で
き
て
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
楽
し
く
叩
け
ま
し
た
。」
と
久

保
さ
ん
姉
妹
は
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

特 集

（右）昆布屋さん（越前市から）

（左）村田さん、（右）加藤さん
（埼玉県から）

県
外
か
ら

お
土
産
で
ウ
キ
ウ
キ

10年以上前から来

ています。これを

見ないと春が来な

いです！

伝統や地元の方々の優しさが感じられる素敵なお祭りです！

上
郡
区
の
合
図
で

ま
つ
り
が
ス
タ
ー
ト

初めて来ました。伝統
が息づくとても素晴ら
しい祭りですね！

初 め て 左 義 長
グッズを開発し
ました。多くの人
が訪れてまつり
が盛り上がると
嬉しいです。

勝山DMO 坪内さん

市内外から多くのお客さん
が来て盛り上がるといいな
と思います。

企業ボランティア

越前信用金庫の皆さん
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足を運びたくなる
左義長雪だるま

地元で地域貢献憧
れ
の
ま
つ
り
に
参
加

笑今
で
も
街
中
に
短
冊
が

吊
ら
れ
る
と
ウ
キ
ウ
キ

胸
が
高
鳴
り
ま
す
。

（前列左）藤間 多恵子さん

勝
山
左
義
長
ば
や
し
保
存
会

・「
サ
ン
ト
リ
ー
地
域
文
化
賞
」を

�

受
賞

・「
地
域
伝
統
芸
能
ま
つ
り
」に�

�

出
演

伝
統
を
継
承
す
る

取
り
組
み
が
評
価

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

昨
年
8
月
、
地
域
文
化
の
発
展
に
貢

献
し
た
個
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
る
「
サ
ン

ト
リ
ー
地
域
文
化
賞
」
を
勝
山
左
義
長
ば

や
し
保
存
会
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
3
月
2
日
に
は
N
H
K
ホ
ー

ル（
東
京
都
）で
開
催
さ
れ
た「
第
25
回
地

域
伝
統
芸
能
ま
つ
り
」
に
出
演
し
、
勝
山

左
義
長
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
ま
し

た
。（
3
月
29
日
㈯
午
後
3
時
30
分
か
ら

N
H
K 

E
テ
レ
で
放
送
予
定
）

　

勝
山
左
義
長
ま
つ
り
に
携
わ
る
方
々

の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　芳野区の櫓に足を運ん
でもらおうと15年ほど前
から取り組む「左義長雪
だるま」。

　地元に貢献したいと、まつりの
開催に合わせて市内外から集まっ
ています。

勝
山
左
義
長
ま
つ
り
っ
て

楽
し
い
！

芳野区左義長雪だるま委員会の皆さん

沢区ひよっこ少年隊の皆さん

　

勝
山
高
校
日
本
文
化
部
の
皆
さ
ん
も

櫓
で
浮
き
太
鼓
を
披
露
し
ま
し
た
。

小
さ
い
頃
か
ら
憧
れ
て

小
さ
い
頃
か
ら
憧
れ
て

い
た
祭
り
に
参
加
で
き

い
た
祭
り
に
参
加
で
き

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

勝
山
の
良
さ
が
詰
ま
っ
た

勝
山
の
良
さ
が
詰
ま
っ
た

お
祭
り
で
、
雰
囲
気
が
と

お
祭
り
で
、
雰
囲
気
が
と

て
も
素
敵
で
す
。

て
も
素
敵
で
す
。

今ではたくさんの方々に
今ではたくさんの方々に

足を運んでもらえ、特に、
足を運んでもらえ、特に、

子どもたちが喜ぶ姿を見
子どもたちが喜ぶ姿を見

ると嬉しく思います。
ると嬉しく思います。

（左）吉田さん （右）酒井さん

地
区
の
仲
間
と
楽
し

地
区
の
仲
間
と
楽
し

み
な
が
ら
活
動
し
て

み
な
が
ら
活
動
し
て

い
ま
す
！

い
ま
す
！

老
若
男
女
み
ん
な
が
楽
し
む

　

各
地
区
の
櫓
の
上
で
は
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
が
一
緒
に
な
っ
て
ま
つ
り

を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
、
櫓
の
下
で
は
、

多
く
の
方
が
体
を
揺
ら
し
な
が
ら
笑
顔

で
見
物
し
て
い
ま
し
た
。
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子
ど
も
ば
や
し
コ
ン
ク
ー
ル

園
児
た
ち
も
伝
統
を
体
験

企
業
も
叩
き
手
と
し
て
参
加

親
子
で
楽
し
む
伝　「勝山左義長」は、江戸時代、勝山藩に小笠原公が入部して以来300年以上の歴史があ

ります。近年は、少子高齢化による人手不足などでまつりの継承を危ぶむ声もありますが、
伝統を絶やさないよう様々な取り組みが行われています。

　

担
い
手
を
育
て
よ
う
と
毎
年
開
催

さ
れ
る
子
ど
も
ば
や
し
コ
ン
ク
ー
ル
。

　

今
年
は
、
下
後
区
が
市
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
各
地
区
の
櫓
で
は
、
市
内
の
こ
ど
も
園
や
幼

稚
園
の
園
児
た
ち
が
愛
嬌
た
っ
ぷ
り
の
浮
き
太

鼓
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
上
袋
田
区
の
櫓
で
は
、
㈱
フ
ク
タ
カ
に
勤
め

る
約
40
人
が
練
習
し
た
成
果
を
披
露
し
ま
し

た
。

　

下
後
区
の
櫓
で
は
、
小

学
生
と
そ
の
親
子
が
一
緒

に
浮
き
太
鼓
を
披
露
す
る

親
子
共
演
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

松本さん親子

親
子
と
な
る
と
い
つ
も

よ
り
気
分
が
楽
し
く
自

然
と
笑
顔
に
な
れ
ま
す
。

息
子
は
6
年
生
で
今
年

最
後
の
共
演
。
一
緒
に

叩
け
て
良
か
っ
た
で
す
。

賞 地区名
勝山市長賞 下後区
優秀賞 下長渕区、上郡区
奨励賞 立川区、芳野区、沢区

成
器
西
小
学
校

「
博
報
賞
」を
受
賞

笑顔が春を呼ぶ特 集

　

昨
年
11
月
、
小
中
学
生
ら
の
教
育
に

尽
力
し
た
学
校
や
個
人
に
贈
ら
れ
る
「
博

報
賞
（
日
本
文
化
・
ふ
る
さ
と
共
創
教
育

分
野
）」
を
成
器

西
小
学
校
が
受

賞
し
ま
し
た
。

　

勝
山
左
義
長

ま
つ
り
の
伝
統

を
継
承
す
る
取

り
組
み
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

川端 茉
ま い か

衣花さん村上 裕哉さん

今年初めて参加
しました。
伝統を味わえ、と
ても楽しかった
です。

たくさんのお客さ
んがいて少し緊張
したけど、うまく
たたけました。と
ても楽しくて、ずっ
と続けたいです。

　

多
く
の
方
の
活
動
に
よ
っ
て
勝
山

左
義
長
ま
つ
り
全
体
が
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
も
誇
り
に
思
っ

て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

人
口
が
減
り
、
祭
り
の
継
続
が
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
地
区
以
外

の
方
に
も
興
味
を
持
っ
て
参
加
し
て

も
ら
え
る
体
制
を
整

え
て
い
き
た
い
で

す
。

勝山左義長ばやし保存会
会長　桝家　淳一郎 さん

第55回 子どもばやしコンクール結果
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燃

彩　世相風刺や駄洒落を織り交ぜて絵と川柳で描く絵行燈。

　その年の干支や吉祥にちなんだ作品を、生活用具を素材に
選び、「にわか」に作り上げる作り物。素材や作品からもじっ
た「シャレ」を織り込んだ「書き流し」が添えられています。

市長賞をいただき大変うれし
く思います。今年は昭和100年
にあたるので大正から昭和初
期の材料を使い
制作しました。
毎年誇りをもっ
て取り組んでい
ます。

市長賞に選ばれ大変喜
んでいます。毎年60首
の川柳を考え、その中
から20首を厳選し絵行
燈にしています。この
伝統を後世に伝えてい
きたいです。

各
区
の
秀
句

�

各
区
か
ら
選
出
し
た
す
ぐ
れ
た
句

（
選
出
者 

▼ 

番
傘
ば
ん
ば
川
柳
社　
村
井 

長
雄 

氏
）

賞 地区名
勝山市長賞 沢区
勝山市議会議長賞 下後区
勝山地区区長会長賞 芳野区
勝山左義長まつり実行委員会委員長賞 元町２丁目区
勝山市観光まちづくり株式会社賞 上袋田区
中日新聞社・日刊県民福井賞 下袋田区

奨励賞
中後区、富田区
下長渕区、上郡区
立川区

行 燈 （あんどん）
第41回 行燈コンクール結果

第72回 作り物コンクール結果
作り物・書き流し

織田貞信さん（沢区年番長）

賞 地区名
勝山市長賞 中後区
勝山商工会議所会頭賞 下後区
勝山地区区長会長賞 下長渕区
勝山左義長まつり
実行委員会委員長賞 下袋田区

福井新聞社賞 元町2丁目区
福井テレビ賞 沢区

奨励賞
富田区、上郡区、
芳野区、上袋田区、
立川区

左
義
長
の

　

行
灯
で
知
る

　
　
　
　

世
の
風
刺

沢
区

ど
ん
ど
焼
き

　

も
っ
て
い
っ
て
よ

　
　
　
　
　

こ
の
病

元
町
2
丁
目
区

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

　

高
齢
者
に
は

 　
　
　
　

悩
ま
し
い

下
袋
田
区

か
っ
ち
ゃ
ま
は　

　

浮
い
た
浮
い
た
で

　
　
　
　

春
を
待
つ

上
袋
田
区

ち
ょ
っ
と
だ
け

　

良
い
顔
を
し
て

　
　
　
　

寄
進
す
る

芳
野
区

裏
金
は

　

選
挙
通
れ
ば

　
　
　
　

知
ら
ぬ
顔

下
長
渕
区

免
許
証

　

返
し
た
父
の

　
　
　
　

足
に
な
る

中
後
区

絵
あ
ん
ど
ん

　
　

粋
な
川
柳

　
　
　

絵
も
生
き
る

富
田
区

神
棚
に

　
　

初
物
で
す
と

　
　
　
　
　

新
紙
幣

下
後
区

こ
の
里
は

　

う
ち
の
領
土
と

　
　
　

ク
マ
が
言
う

立
川
区

こ
の
二
日

　
　

俺
の
心
は

　
　
　

ド
ン
ド
焼
き

上
郡
区

杉平信夫さん（中後区年番長）
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温
か
い
光
に
包
ま
れ
る

夜
の
雰
囲
気

ど
ん
ど
焼
き
で
フ
ィ
ナ
ー
レ

夜

燃
　

23
日
午
後
8
時
、
弁
天
緑
地

に
集
め
ら
れ
た
ご
神
体
14
基
に

神
火
が
点
火
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
く
燃
え
上
が
る
炎
は
夜
空

を
焦
が
し
、
ま
つ
り
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

　
夜
ま
で
続
く
勝
山
左

義
長
ま
つ
り
。

　
日
中
と
は
違
う
雰
囲

気
も
人
々
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。
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卒
業
式

　

３
月
４
日
卒
業
証
書
授
与
式
が
挙
行

さ
れ
、
1
０
４
人
が
思
い
出
深
い
学
び
舎

を
巣
立
ち
、大
き
な
夢
や
希
望
を
も
っ
て
、

新
た
な
活
躍
の
場
に
踏
み
出
し
ま
し
た
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
た
明
る
く
綺
麗
な

体
育
館
で
の
実
施
、

探
究
特
進
科
の
１
期

生
の
卒
業
で
も
あ
り

ま
し
た
。
杉
本
知
事

や
水
上
市
長
も
来
賓

と
し
て
お
越
し
に
な

ら
れ
、
３
年
生
の
門

出
を
祝
い
ま
し
た
。

探
究
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
Ⅱ

　

2
月
４
日
に
約
30
人
の
ゲ
ス
ト
を
交

え
、
１
・
２
年
の
混
合
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
自
身
の
探
究
の
進
捗
状
況
や
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た
意
見
な
ど
を
今

後
の
探
究
活
動
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
勝
山
北
部
、
勝
山
中
部
、
勝
山

南
部
中
学
校

の
２
年
生
の

皆
さ
ん
も
そ

の
様
子
を
聴

講
し
ま
し
た
。

勝高ＨＰ

進
路
状
況　

京
都
大
学
、大
阪
大
学
、名
古
屋
大
学�

に
合
格
！

　

国
公
立
大
学
の
個
別
試
験
は
３
月
12

日
か
ら
の
後
期
試
験
で
全
日
程
を
終
了

し
ま
す
。
合
格
発
表
は
３
月
下
旬
ま
で
続

き
ま
す
。

合
格
状
況（
3
月
10
日
現
在
）

国�

公
立
大
学
▼
33
人
（
京
都
大
1
人
、
大

阪
大
１
人
、
名
古
屋
大
１
人
、
福
井
大

8
人
、
福
井
県
立
大
８
人
、
金
沢
大
４

人
、
富
山
大
１
人
、
滋
賀
大
１
人
、
信

州
大
１
人
、
京
都
教
育
大
１
人
、
敦
賀

市
立
看
護
大
１
人
、
公
立
小
松
大
１

人
、
滋
賀
県
立
大
１
人
、
兵
庫
県
立
大

１
人
、
福
知
山
公
立
大
１
人
、
周
南
公

立
大
１
人
）

私�

立
大
学
▼
1
1
1
人（
延
べ
人
数
）（
関

西
大
、
関
西
学
院
大
、
立
命
館
大
、
近

畿
大
、
中
京
大
、
金
沢
工
業
大
、
福
井

工
業
大
、仁
愛
大
、福
井
医
療
大
な
ど
）

短
期
大
学
▼
6
人 

専
門
・
各
種
学
校
▼

15
人 

就
職
▼
民
間
1
人

部
活
動

ス�
キ
ー
部
▼
山
内
駿
平
さ
ん
（
１
年
）
が
、

県
高
校
ス
キ
ー
大
会
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
競
技（
距
離
10
キ
ロ
フ
リ
ー
と
ク
ラ

シ
カ
ル
）で
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
県
代

表
と
し
て
、
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大

会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）、
国
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
ス
キ
ー
競
技
会
、
全
国
高
等
学
校

選
抜
ス
キ
ー
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
40
キ
ロ
リ

レ
ー
の
第
１
走
者
と
し
て
、
8
位
入
賞

に
貢
献
し
ま
し
た
。

バ�

ド
ミ
ン
ト
ン
部
▼
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
が
、
全
国
選
抜
北
信
越
予
選
会
の
学

校
対
抗
の
部（
団
体
戦
）で
準
優
勝
し
ま

し
た
。
個
人
戦
に
お
い
て
は
、
男
女
と

も
に
ベ
ス
ト
８
に
入
る
な
ど
活
躍
し
ま

し
た
。
ま
た
、
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

は
、
３
月
24
日
～
28
日
開
催（
石
川
県
）

の
全
国
高
等
学
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
団
体
の
部
に
出
場
し
ま
す
。
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
勝
山
高
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会
」

と　
き
▼
3
月
23
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～�

�

（
午
後
1
時
開
場
）

と
こ
ろ
▼
市
民
会
館

入
場
料
▼
無
料（
要
整
理
券
）

※�

組
曲
「
恐
竜
」
を
活
用

し
た
体
操「
か
つ
や
ま

た
い
ナ
そ
う
」を
お
披

露
目
し

ま
す

問
吹
奏
楽
部
顧
問 

松
田

�

☎
88
‐
0
2
0
0 勝山市スポーツ推進委員とコラボ‼
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　勝山市子ども・子育て審議会が勝山市教育委員会
から諮問を受けていた「勝山市こども計画（案）」を答
申しました。
　審議会で重ねた議論のほ
か、市民アンケートや子ど
も、若者から得られた意見
を反映しています。

こども計画（案）を答申2/21

　市指定無形文化財である滝波町と北
谷町谷のお面さん祭りが行われまし
た。お面の表情が笑って見えるとよい
年になるとのいわれがあり、参拝した
住民らはお面の表情をじっくりと確か
めるように手を合わせていました。

2月11日
滝波町ふれあい会館

2月15日
北谷町谷区教会

お面さん笑ってる？

　ジオターミナルや花月楼、道の駅 恐竜渓谷かつや
まの飲食店を運営する合同会社ジオスタジオから観
光産業の振興に活用してほし
いと30万円のご寄附をいた
だきました。

ご寄附ありがとうございます2/5

　小原ECOプロジェクト主催のミチノクフクジュソ
ウ講演会が開催され、ミチノクフクジュソウの保全
活動に取り組む村岡小学校
と勝山中部中学校の児童生
徒がミチノクフクジュソウ
や地球温暖化などについて
理解を深めました。

ミチノクフクジュソウを残そう3/3

pHOTo話題
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スマイル Pick Up! 市民の笑顔
お届けします

１
０
０
年
以
上
前
の
絵
は
が
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

　

明
治
44
年
に
ア
メ
リ
カ
へ
出
張

し
た
祖
父
か
ら
の
絵
は
が
き
の
内

容
を
ま
と
め
た
「
1
1
3
年
前
の
絵

葉
書
が
語
る 

祖
父（
中
村
弘
）ア
メ

リ
カ
出
張
全
記
録
」
が
昨
年
12
月
に

出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
版
し
た
の
は
、
孫
に
あ
た
る

三
津
谷
正
典
さ
ん
で
す
。
絵
は
が

き
は
、
50
年
近
く
前
に
母
の
遺
品

の
中
か
ら
見
つ
か
り
、
枚
数
は

1
7
5
枚
に
も
な
り
ま
す
。
絵
は

が
き
に
書
か
れ
て
い
た
文
字
が
読

め
ず
、
手
つ
か
ず
の
状
態
で
し
た

が
、
さ
わ
や
か
大
学
で
の
講
義
を

き
っ
か
け
に
、
数
年
前
か
ら
少
し

ず
つ
絵
は
が
き
の
内
容
を
解
明
し

て
き
た
そ
う
で
す
。

　
「
絵
は
が
き
に
描
か
れ
て
い

る
風
景
か
ら
は
、
1
0
0
年

以
上
前
の
ア
メ
リ
カ
の
産
業

や
文
化
な
ど
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
当
時
の
日
本

と
の
違
い
を
思
い
な
が
ら
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

当
時
の
日
本
に
祖
父
の
よ
う

な
仕
事
を
し
て
い
た
人
が
い

た
と
い
う
こ
と
も
知
っ
て
も

ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。」
と
三
津

谷
さ
ん
は
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

冊
子
は
、
勝
山
市
立
図
書
館
、

村
岡
ま
ち
づ
く
り
会
館
の
ほ
か
、

大
野
市
や
福
井
市
の
一
部
の
図
書

館
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
勝

山
サ
ン
プ
ラ
ザ
内
の
書
店
で
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

三
み つ た に

津谷 正
まさのり

典さん（75）＝滝波町2＝

実際の絵はがき

勝
山
精
華
高
等
学
校　
そ
の
三

　
昼
間
定
時
制
高
校
と
し
て
出
発
し
て
６

年
後
の
昭
和
28
年（
1
9
5
3
）に
危
機
が

訪
れ
た
。
朝
鮮
動
乱
の
影
響
で
兄
弟
会
社

が
経
営
不
振
と
な
り
、
翌
年
に
は
援
助
が

打
ち
切
ら
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
29
年
４

月
、
廃
校
か
存
続
か
目
途
が
た
た
な
い
ま

ま
学
校
は
新
学
期
を
迎
え
た
が
大
問
題
で

あ
っ
た
。

　
残
さ
れ
た
生
徒
を
ど
う
す
る
か
、
転
校

さ
せ
る
か
、
勝
山
高
校
分
校
と
す
る
か
、

県
移
管
に
し
て
も
県
予
算
は
既
に
決
定
し

て
い
た
。
勝
山
町
営
案
も
出
た
が
町
は
市

制
実
現
の
た
め
そ
の
余
裕
は
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
中
で
生
徒
会
・
教
職
員
・
兄
弟

会
社
、
町
長
以
下
議
員
や
町
民
も
加
わ
り

町
ぐ
る
み
で
県
営
移
管
運
動
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。生
徒
は
帰
省
し
て
署
名
集
め
を
、

教
職
員
は
県
下
の
高
校
に
出
向
き
支
持
を

訴
え
た
。
県
議
会
も
こ
う
し
た
運
動
に
押

さ
れ
、６
月
議
会
に
県
移
管
が
上
程
さ
れ
、

31
日
県
立
勝
山
精
華
高
校
が
成
立
し
た
。

　
そ
の
後
の
校
史
を
簡
略
に
た
ど
る
。
38

年「
働
学
一
如
」が
学
校
教
育
目
標
に
、
40

年
二
部
制
併
設
が
決
定
、
50
年
に
な
る
と

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
が
深
刻
と
な
り

２
部
制
応
募
者
急
減
。
同
年
末
全
日
制
へ

の
移
行
が
発
表
さ
れ
、
51
年
か
ら
全
日
制

普
通
科
・
定
時
制
昼
間
一
部
制
普
通
科
の

２
本
建
で
再
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
普
通
科
志
向
が
強
ま
る
中
で
精
華
の
活

性
化
、
奥
越
地
域
に
お
け
る
職
業
教
育
の

近
代
化
な
ど
を
目
指
し
、
平
成
元
年

（
1
9
8
9
）に
職
業
系
高
校
に
転
換
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
校
名
を
勝
山
南
高
校
と

し
た
。
校
名
は
南
部
中
学
・
南
小
学
校
な

ど
が
あ
り
、
南
の
つ
く
学
校
が
な
じ
み
や

す
い
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
情
報
・

経
営
実
務
・
生
活
経
営
の
３
学
科
の
職
業

系
高
校
と
し
て
生
ま
れ
か
わ
っ
た
。

　
平
成
４
年
に
津
村
節
子
作
詞
、
三
木
た

か
し
作
曲
の
校
歌
が
作
ら
れ
た
。
し
か
し

同
23
年
大
野

東
高
校
と
合

併
し
奥
越
明

成
高
校
と
な

り
閉
校
、
跡

地
に
は
奥
越

支
援
学
校
が

置
か
れ
た
。

ふるさとを訪ねて
～
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
～

�

市
史
編
纂
室　
山
田　
雄
造 64勝山南高校跡地記念碑
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　ジオアリーナをスタートし勝山城博物館、平泉
寺白山神社などをはじめ、中山間地の田園風景が
広がる風光明媚な景色を堪能した後、越前大仏に
帰ってくるコースで実施します。
　コース全体が舗装され10km、20kmの部はアッ
プダウンの続く厳しいコースとなっ
ています。
 また、恐竜のコスチュームを着て各
種目に参加された方の中から恐竜パ
フォーマンス賞を表彰します。（3組）

当日長山～平泉寺の一部区間で、
交通規制を実施します。ご迷惑を
おかけしますがご理解、ご協力を
お願いします。

コース・種目が一部変更になります

スタート地点（集合場所） ▶ジオアリーナ
ゴール地点▶越前大仏（清大寺）
マラソン部門▶ファミリー 2㎞
　　　　　　　2㎞、3.3㎞、5㎞、10㎞、20㎞
ウォーキング部門▶5㎞・10 ㎞

川内優輝ランニング交流会
と　き▶6月7日㈯ 13:00～（受付:13:30～）
ところ▶成器西小学校グラウンド
※�雨天時は成器西小学校体育館
対　象▶市内の小中学生
参加費▶無料
定　員▶30人（先着順）
申込方法▶申込用紙をジオアリーナに提出
申込期限▶4月21日㈪

６月８日㈰

第21回

恐竜クロカンマラソン
申込はこちら（ランネット）

申込締切 4月21日㈪

勝山恐竜クロカンマラソンは「独立行政法人日本ス
ポーツ振興センター」が所管する「ス
ポーツ振興くじ（通称:toto）の助成を
受けて開催し
ています。
（第9回～第20
回）

コース紹介

大会要項

スポーツ振興くじ
の詳細はこちら

出場者募集！

【ゲストランナー】【ゲストランナー】

君原健二 氏
かつやま
マラソン大使

川内優輝 氏
あいおいニッセイ
同和損保 所属

川内侑子 氏
あいおいニッセイ
同和損保 所属

問健康体育課(ジオアリーナ内)　☎88－8127
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ふ
る
さ
と
勝
山
へ
の
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

問
商
工
文
化
課（
市
役
所
２
階
）☎
88
‐
8
1
1
7 

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
て
多
く

の
方
か
ら
、
勝
山
市
へ
温
か
い
応

援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支
援
は
、
勝

山
市
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
に
、
７
つ
の
事
業
に

幅
広
く
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◉�

ジ
オ
パ
ー
ク
を
核
に
し
た
観
光
産

業
の
活
性
化

◉�

子
育
て
環
境
日
本
一
を
目
指
し
て

◉�

障
が
い
の
あ
る
人
も
安
心
し
て
生

活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

◉�

白
山
平
泉
寺
な
ど
歴
史
遺
産
の
保

護
保
全

◉�

災
害
に
強
く
安
全
で
安
心
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り

◉�「
繊
維
の
ま
ち
勝
山
」の
文
化
風
土

を
後
世
に

◉
豊
か
な
農
地
の
整
備
・
活
用

※�ガバメントクラウドファンディングは含みません
※�公表を承諾された項目のみ掲載。紙
面の都合上、10万円以上の方を紹介
していますが、市公式ホームページ
に公表を承諾された全ての方のお名
前を掲載しています

ふるさと納税寄附者（抜粋・受付順）

市HP

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

長
山
公
園
さ
く
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
２
弾

》》27
件　
72
万
6
2
8
7
円

　
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
長
山
公
園
を
様
々
な

種
類
の
桜
が
長
期
間
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
に
再
整

備
す
る
事
業
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
６
年
９
月
能
登
豪
雨
災
害

支
援
寄
附
金
代
理
受
付

珠
洲
市

１
２
９
件 

３
７
２
万
２
０
０
０
円

輪
島
市

１
３
６
件 

３
４
１
万
１
０
０
０
円

　
勝
山
市
が
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
支
援
を
代
理

で
受
け
付
け
、
珠
洲
市
と
輪
島
市
に
お
届
け
し
ま

し
た
。

お名前 都道府県 寄附金額
木 下 健 一　様 － 200万円
石　倉　大志郎　様 － －
山 岸 吉 則　様 － －
松 原 正 人　様 － －
岩 瀬 亮 太　様 － －
皿 澤 康 孝　様 東京都 －
皿 澤 朝 子　様 東京都 －
皿 澤 宏 章　様 東京都 －
皿　澤　千枝美　様 東京都 －
泉 谷 匡 彦　様 東京都 17万6,000円
石 山 雄 一　様 東京都 10万円
野 条 健 人　様 大阪府 11万7,000円
吉 田 数 子　様 大阪府 12万3,000円
吉 田 義 明　様 大阪府 14万7,000円
小 山 茂 明　様 岡山県 30万円
石 井  翔  　様 － －
村 田 叔 充　様 兵庫県 10万円
 宮  大 輔　様 京都府 13万円
杉 山 貴 生　様 － －
佐々木  克   之　様 － －
森 内 正 登　様 － －
稲 田 慎 也　様 兵庫県 10万円
　西　　將　弘　様 千葉県 40万円
　龍　　信之助　様 東京都 －
太　田　誠二郎　様 － －
小　菅　正太郎　様 東京都 17万6,000円
松 田 直 樹　様 山口県 10万円
山 田 真 穂　様 － －
山 口 　 茜  　様 － －
武 田 仁 勇　様 － －
浜 本 芳 之　様 － －
柴 原 一 清　様 － －
三 屋 裕 子　様 － －
高　浜　健太郎　様 － －
山 田 邦 彦　様 － －
植 木 政 嘉　様 － －

市からのお知らせInformation

ふるさと納税
（2024年３月～ 2025年2月受入分）

8,361件
1億7,090万9,500円
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市からのお知らせ Information

今
か
ら
始
め
る
フ
レ
イ
ル
予
防

�

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
す
こ
や
か
）☎
87
‐
0
9
0
0

　
何
と
な
く
テ
レ
ビ
を
見
て
座
っ
て
い
る

時
間
が
長
く
な
っ
た
り
、
前
よ
り
疲
れ
や

す
く
な
っ
た
り
、
外
出
す
る
の
が
億
劫
に

な
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
か
？
も
し
か
し
た

ら
、
そ
れ
は
フ
レ
イ
ル
の
サ
イ
ン
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
フ
レ
イ
ル
の
最
も
大
き
な
原
因
の
一
つ

は
筋
肉
の
衰
え
で
す
。
筋
肉
の
衰
え
は
、

栄
養
不
足
、
転
倒
・
骨
折
、
認
知
症
に
な

る
リ
ス
ク
を
高
め
、
要
介
護
状
態
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
栄

養
・
運
動
・
社
会
参
加
の
３
つ
が
重
要
に

な
り
ま
す
。
ど
れ
か
１
つ
だ
け
を
意
識
す

る
の
で
は
な
く
、
３
つ
共
取
り
組
む
こ
と

で
効
果
が
表
れ
ま
す
。

①
栄
養
と
お
口
の
健
康

　

筋
肉
の
素
と
な
る
タ
ン
パ
ク
質
が
多

く
含
ま
れ
る
肉
・
魚
・
卵
な
ど
を
意
識
し

て
と
り
、
１
日
３
食
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食

べ
ま
し
ょ
う
。
タ
ン
パ
ク
質
は
毎
食
手
の

ひ
ら
程
の
量
の
摂
取
が
目
安
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
食
後
、
寝
る
前
の
歯
磨
き
、

定
期
的
な
歯
科
検
診
で
口
の
清
潔
を
保

つ
こ
と
も
大
切
で
す
。

②
自
分
に
あ
っ
た
運
動
を
続
け
る

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
に
取
り
組
ん

で
み
ま
し
ょ
う
。
日
常
生
活
の
中
で
も
意

識
し
て
体
を
動
か
し
、
筋
力
低
下
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

③
大
切
な
人
と
の
つ
な
が
り

　

地
域
の
行
事
や
趣
味
活
動
な
ど
に
参

加
し
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。
ち
ょ
っ
と
し
た
あ
い
さ
つ
や
会
話
も

心
の
健
康
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
と
は
、
加
齢
と
と
も
に
心
身

の
活
力
が
低
下
し
、
健
康
な
状
態
と
要
介

護
状
態
の
中
間
の
段
階
を
指
し
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
の
状
態
が
続
く
と
要
介
護

状
態
に
な
る
危
険
性
が
高
ま
る
た
め
、
早

期
発
見
と
対
策
が
大
切
で
す
。

　
　
勝
山
市
で
は
、
地
域
の
サ
ロ
ン
な
ど

で「
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。
指
輪
っ
か
テ
ス
ト
の
ほ
か
に
、
質

問
票
、
滑
舌
や
手
足
の
筋
肉
量
な
ど
９
種

の
測
定
を
行
い
、
自
分
の
フ
レ
イ
ル
の
兆

候
が
把
握
で
き
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
り
ま

し
た
ら
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

フレイルチェック！「指輪っかテスト」
　フレイル予防の第一歩は「自身の状態に気づくこと」です！指
輪っかテストで、ご自身の筋肉量をチェックしてみましょう。

方法▶�椅子に座り、利き足ではない方のふくらはぎの
一番太い部分を指で囲む

隙間ができる人は要注意！

　隙間ができる人は、転倒・骨折な
どのリスクが高くなっている可能性
があります。

フ
レ
イ
ル
っ
て
何
？

何
も
し
な
い
と
、

筋
力
は
衰
え
ま
す

フ
レ
イ
ル
予
防

３
つ
の
柱
！　

も
っ
と
詳
し
く

『
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
』

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

栄　養

健　康 フレイル
（虚弱）

要介護
状態

バランスの良い食事
口腔ケア

趣味やボランティア
活動・就労 定期的な運動

運　動 社会参加

悪化

改善 改善

悪化
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農
業
者
年
金
で
老
後
の
生
活
を
安
定
サ
ポ
ー
ト

�

問
農
業
委
員
会
事
務
局（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
8
1
1
5

て
積
み
立
て
ら
れ
ま
す
。

②�

若
い
農
業
者
に
は
国
庫
補
助
で
手
厚

い
支
援

　
39
歳
以
下
で
加
入
・
認
定
農
業
者
で
青

色
申
告
者
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
す
と
、

最
大
で
１
万
円
の
国
庫
補
助
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

年
齢
に
よ
っ
て
補
助
金
額
が
変
わ
り

ま
す

③�
保
険
料
は
自
分
で
決
め
ら
れ
、
い
つ

で
も�
変
更
可
能

　

保
険
料
は
月
額
２
万
～
６
万
７
０
０

０
円
の
間
で
、
１
０
０
０
円
単
位
で
自
由

に
決
め
る
こ
と
が
で
き
、
い
つ
で
も
変
更

が
で
き
ま
す
。

④
税
制
面
で
大
き
な
優
遇
措
置

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
所
得
税
・
住
民
税

を
節
税
で
き
ま
す
。
ま
た
将
来
受
け
取
る

年
金
は
公
的
年

金
等
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

⑤
死
亡
一
時
金
の
あ
る
終
身
年
金

　

仮
に
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合

80
歳
ま
で
に
受
け
取
り
予
定
の
現
在
価

値
相
当
額
が
「
死
亡
一
時
金
」
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は

農
業
委
員
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

Information 農業委員会だより

農
地
の
適
正
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

　
農
地
を
所
有
す
る
方
、
農
地
を
借

り
て
耕
作
す
る
方
に
は
、
農
地
を
適

正
に
管
理
す
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。

（
農
地
法
第
２
条
の
２
）

  

農
地
に
雑
草
が
繁
茂
す
る
と
病
害

虫
の
発
生
や
鳥
獣
の
住
処
に
な
る
な

ど
周
辺
の
農
地
や
近
隣
住
民
に
多
大

な
迷
惑
が
か
か
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。 

　
耕
作
し
な
い
農
地
で
あ
っ
て
も
耕

う
ん
や
草
刈
り
な
ど
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
人
生
１
０
０
年
時
代
と
な
っ
た
今
、
老

後
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
農
業
者
に
と
っ
て
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
『
農
業
者
年
金
』
で
老
後
の
生
活
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

農
業
者
な
ら
広
く
加
入
で
き
ま
す

【
加
入
で
き
る
方
】　

次
の
全
て
を
満
た
す
方

・
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

・
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
方

・
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

※�

農
業
者
年
金
に
加
入
さ
れ
る
方
は
国

民
年
金
の
付
加
年
金
へ
の
加
入
が
必

要
で
す

※�

農
業
者
年
金
と
国
民
年
金
基
金
お
よ

び
個
人
型
確
定
拠
出
年
金
（
イ
デ
コ
）

と
は
重
複
加
入
で
き
ま
せ
ん

農
業
者
年
金
の
５
つ
の
特
徴

①
少
子
高
齢
化
に
強
い
年
金

　

農
業
者
年
金
は
自
ら
積
み
立
て
た
保

険
料
と
運
用
益
で
将
来
の
年
金
額
が
決

ま
る「
積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
」で
す
。

　

運
用
益
は
非
課
税
で
年
金
原
資
と
し

農業者年金
シミュレーション

農
地
に
関
す
る

相
談
・
手
続
き

農
地
の
売
買
や
農
地
の
転
用
を
し
た
い

場
合

�　
農
地
法
の
許
可
が
必
要
で
す
。
許
可

を
得
る
た
め
に
は
、
ま
ず
農
業
委
員
会

へ
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

農
地
を
相
続
し
た
場
合

　

農
業
委
員
会
へ
の
届
け
出
が
必
要
で

す
。

建
物
の
建
て
替
え
を
考
え
て
い
る
土
地

の
登
記
が
農
地
で
あ
る
と
き

�　
既
存
の
建
物
を
取
り
壊
す
前
に
農
業

委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
農
地
に
関
す
る
相
談

　
転
用
の
手
続
き

　
無
断
転
用
の
連
絡
・
相
談

　
農
業
者
年
金
に
関
す
る
相
談

問��

農
業
委
員
会
事
務
局

�

☎
88
‐
8
1
1
5

　
農
地
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て

問��（
公
財
）勝
山
市
農
業
公
社

�

☎
88
‐
5
5
2
0
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作業区分 単　位 料　金 備　　考
耕起（ロータリー耕）

10アール

8,030円 １回あたり
代 か き 9,130円 ２回がけ
田 植 9,790円 苗、肥料、除草剤は別途
収 穫 1万8,260円 もみ運搬は別途
乾 燥

60㎏

1,265円
もみすり（米選機含む） 495円 作業員１人含む／色彩選別作業は別途

色 彩 選 別
605円 色彩選別作業単独の場合
385円 籾摺作業と一連の場合

直 播 作 業
10アール

7,150円
除草剤・防除作業（ドローン） 1,650円 作業員１人含む／農薬等は別途

作業区分 単　位 料　金 備　　考
耕起（ディスクロータリー耕）

10アール
5,170円 １回あたり

荒がき（ロータリー耕） 4,840円 １回あたり
畦 畔 草 刈 作 業 １時間 1,694円 草刈機持込（損料・燃料含む）

オペレーター標準賃金 同補助オペレータ賃金
１時間　　2,709円 １時間　　1,966円

１日　 2万1,670円 １日　 1万5,730円

一般農作業標準賃金（1日8時間）
1万1,346円～ 1万2,650円

令和7年度　農作業標準料金

◉農作業標準料金は、30ａ程度の整備済の圃場で試算してあります
◉各作業は、当事者間で話合いのうえ、料金を決定してください
　※�圃場の立地条件や整備状況（傾斜状況・区画の大小）、燃料費高騰や賃金上昇等の

社会情勢などに左右されるため

賃金・料金の金額

消費税込み

作業区分 大　　麦 大　　豆 そ　　ば 備　　考

耕 起・播 種 8,250円 7,370円 8,250円 種子代は別途

収 穫 1万3,530円 1万3,750円
麦は自脱型、大豆・蕎麦は普通型
収穫物運搬は別途

溝 掘 り 2,310円
ロータリートレンチャー
100m当たり

培 土 － 4,400円 － ロータリーカルチ

参考

農業機械・施設等作業料金（転作の場合）　（オペレーター代込）

農業機械・施設等作業料金（稲作の場合）　（オペレーター代込/補助員は別途）
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市からのお知らせInformation

運
転
免
許
証
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
一
体
化

問
市
民
課�

☎
88
‐
8
1
0
2

　
令
和
７
年
３
月
24
日
か
ら
、
希
望
さ
れ

る
方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
運
転

免
許
証
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

一
体
化
す
る
こ
と
で
、

住
所
変
更
な
ど
の
手
続
き

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま

す
。

一
体
化
の
手
続
き
が
で
き
る
時

①
運
転
免
許
証
の
取
得
手
続
き

②
運
転
免
許
証
の
更
新
手
続
き

③
運
転
免
許
証
の
再
交
付
手
続
き

※�

①
～
③
の
手
続
き
を
伴
わ
な
い
場
合

も
手
続
き
で
き
ま
す

手�

続
き
場
所
▼
福
井
県
運
転
者
教
育
セ

ン
タ
ー�（
奥
越
・
春
江
・
丹
南
・
嶺
南
）

必�

要
な
も
の
▼
免
許
証
（
持
っ
て
い
る
場

合
）・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
署
名
用
電
子
証

明
書
の
パ
ス
ワ
ー
ド
（
英
数
字
６
桁
か

ら
16
桁
）

問
福
井
県
運
転
者
教
育
セ
ン
タ
ー

　
奥
越�

　
☎
66
‐
7
7
0
0

　
春
江�

☎
0
7
7
6
‐
51
‐
2
8
2
0 詳細はこちら

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付
特
例
・
産
前
産
後
期

間
の
免
除
制
度�

問
市
民
課（
市
役
所
１
階
）☎
88
‐
8
1
0
2

�

過
去
に
学
生
納
付
特
例
制
度
を
受
け
た
方

　
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
金
額

を
計
算
す
る
と
き
に
、
保
険
料
の
免
除
や

猶
予
の
承
認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場
合

は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
と
比

べ
て
年
金
額
が
低
く
な
り
ま
す
。

　
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
満
額
に
近
づ

け
た
い
場
合
、
こ
の
期
間
の
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
、
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す（
追
納
制
度
）

産
前
産
後
期
間
免
除
制
度

　

国
民
年
金
加
入
者
が
出
産
す
る
場
合
、

一
定
期
間
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

免
除
期
間
は
保
険
料
納
付
済
期
間
に
算

入
さ
れ
ま
す
。

免
除
さ
れ
る
期
間
▼

単
胎
：�

出
産
予
定
日（
ま
た
は
出
産
日
）が

属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間

多
胎
：�

出
産
予
定
日
（
ま
た
は
出
産
日
）

が
属
す
る
月
の
３
か
月
前
か
ら

６
か
月
間

申�

請
受
付
▼
出
産
予
定
日
の
６
か
月
前

か
ら

各�

申
請
場
所
▼
市
民
課
、
福
井
年
金
事

務
所

学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
に
は
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
４
月
か
ら
令
和
７
年
度
分
（
令
和
７
年

４
月
～
令
和
８
年
３
月
分
）
の
申
請
受
付

が
始
ま
り
ま
す
。

※�

過
去
２
年
分
（
申
請
月
の
２
年
１
か
月

前
の
月
）
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
が

で
き
ま
す

申�

請
に
必
要
な
物
▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

確
認
で
き
る
書
類
、
身
分
証
明
書
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証

な
ど
）、
学
生
証
の
コ
ピ
ー
（
有
効
期

限
記
載
面
ま
で
）
ま
た
は
在
学
証
明
書

（
原
本
）

�

令
和
6
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制
度
を

受
け
て
い
る
方

　

更
新
ハ
ガ
キ
が
４
月
上
旬
頃
に
日
本

年
金
機
構
よ
り
郵
送
さ
れ
ま
す
。
必
要

事
項
ご
記
入
の
上
、
期
限
ま
で
に
ポ
ス

ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

令
和
7
年
２
月
中
旬
以
降
に
承
認
さ

れ
た
方
は
ハ
ガ
キ
の
郵
送
時
期
が
５

月
以
降
と
な
り
ま
す
が
、
４
月
中
に
前

も
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
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市民の広場

C o m m u n i c a t i o n

お知らせ

林野火災に注意！

①�枯草などがあり火災が起こりや
すい場所では、たき火をしない
②�たき火など火気の使用中はその
場を離れず、使用後は完全に消
火する
③�強風および乾燥時には、たき火、
火入れをしない
④�喫煙は、指定された場所で行い、
吸い殻は必ず消し、投げ捨て厳
禁
⑤�火気を使用する場合は、周囲の
可燃物の状況に十分注意すると
ともに、消火用の水などを必ず
用意すること

申・問消防署 ☎88－0400

水道検針員募集

雇用期間▶契約締結日～令和8年3
月31日（１年ごとに更新可）
内①指定区域内の水道等メーター
検針業務およびそれに係る付帯業
務定3人申面接カード
を担当課へ提出締3月
28日㈮
※�募集要領を必ずご
確認ください

そ�の他▶《委託料》月約6万円～12
万円（検針数1,000～2,100件
程度）《検針日》１日～15日の間

申・問上下水道課　☎88－8109

新青果市場
出荷希望者への説明会

時①3月18日㈫14:00 ～ 15:30②
3月24日㈪14:00 ～ 15:30③３月
24日㈪～ 28日㈮全日18:00 ～
19:30所①教育会館第3研修室②
すこやか多目的ホール③道の駅 恐
竜渓谷かつやま内令和7年度新た
に道の駅「恐竜渓谷かつやま」隣接
地に誕生する青果市場へ出荷する
方法・出荷規格などの詳細説明対
新青果市場への出荷を希望する
方、出荷に興味がある方など申要
申込（当日参加可）
申・問勝山市観光まちづくり㈱（勝
山DMO） 坪内☎87－1245

地域いきいきサポーター
養成・スキルアップ講座

豊かな老後をつくる、社会とのつ
ながり
時3月26日㈬13:30～ 15:30所す
こやか多目的ホール内講座(演題：
健康長寿と社会的なつながりの関
係)、地域いきいきボランティアポ
イント事業紹介など講塚本利幸氏
（福井県立大学看護福祉学部教授）
費無料締3月24日㈪
問�勝山市地域包括支援センター　

☎87－0900

令和6年度
善行青少年表彰 受賞者
　地域や人の役に立つ善い行いを
した個人・団体を表彰しました。
� （敬称略・順不同）
個�人▶前田彩愛（村岡小）、前田惟
愛（村岡小）、前田結愛（村岡小）

団�体▶成器西小４年生、荒土小４
年生、荒土小５年生、荒土小６
年生、成器西小フラワー委員会、
平泉寺小平泉寺地区集団下校
班、勝山南部中吹奏楽部、勝山
南部中美術・福祉部、勝山中部
中第２学年、勝山中部中環境美
化委員会 花壇グループ

問奥越青少年愛護センター
　☎66－6690

平泉寺御開帳・大師山佛
母寺御開帳　募集事項　

 平泉寺御開帳
・精進坂下でパフォーマンス
   出演者募集
　時5月23日㈮～ 25日㈰
　※パフォーマンス時間は40分
　所平泉寺白山神社 精進坂下
　　白山亭横ステージ（屋根付き）
　定12組　23日3組
　　　　　 24日5組
　　　　　 25日4組
　締3月22日㈯

 �大師山佛母寺 御開帳
・お稚児さん募集
　時5月25日㈰9:30 ～
　締3月31日㈪
※�平泉寺白山神社稚児行列と同日
に行われます

問�大師山佛母寺御開帳実行委員会
事務局　☎88－4794

募集要項
はこちら

詳細はこちら
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広告のお申し込みは総務課まで広告

・無料でお見積もりできます！
・安心のメーカー

※延長保証は一部対象外の商品もあります

“ちょこっと”

電気工事
椿坂電機株式会社
北陸電力送配電 認定店

TEL 0779-88-1312
FAX 0779-88-5689
〒911-0801勝山市沢町2丁目2-21

お家の

お気軽にお問い合わせください照明、コンセント、防犯カメラ、電力契約変更、
エコキュート、インターホン、太陽光、
EVコンセント、 などにも対応できます！!

照明、コンセント、防犯カメラ、電力契約変更、
エコキュート、インターホン、太陽光、
EVコンセント、 などにも対応できます！! 年延長保証10

エアコン
の設置承ります! !

家庭用

広報 2025 年 3 月号　広告案
☎０７７９－６４－５４３２
勝山市郡町3丁目３０４
さくら学進教室

受付 ９：３０～２１：３０
 （土日祝も承ります。）

1人で勉強することが難しいあなたへ

家庭教師はあなたの味方です。


